
Ⅲ－３ 「協働による授業づくり」の推進 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働による授業づくりを通して、授業改善、教科指導力の向上を図りましょう。 
○「子供の学びを支援する５つの提言」の趣旨を共通理解の上、継続して取り組みましょう。 

○児童生徒が「分かる」「できる」授業を目指して、授業改善に取り組みましょう。 

〇学年や担当教科等、異なる立場から意見を出し合い、児童生徒の実態を把握した上で、授業を

構想し指導案作成に取り組みましょう。 

○教員相互の資質能力の向上を目指して、教科指導の知識・技能の伝承に取り組みましょう。 
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「宮城県検証改善委員会報告書」活用のススメ 

全国学力・学習状況調査問題を授業改善に活用しましょう。 

【令和２年度 宮城県検証改善委員会報告書より】 
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 協働による授業づくり － 授業改善の取組のポイント － 

＜令和６年度 テーマ＞  

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

【主な内容】 

○ 学校改善・授業改善 
〇 児童生徒のつまずきから考える授業改善のポイント 
〇 教育学の観点から学力向上に向けた提言 
〇 学校改善・授業改善 
〇 国語の指導のポイント、 調査結果の分析（児童生徒のつまず

き）と授業改善の視点 
〇 国語の資料 
〇 算数・数学の指導のポイント、 調査結果の分析（児童生徒の

つまずき）と授業改善の視点 
〇 算数・数学の資料 
〇 参考となるWeb サイト一覧  
〇 子供の学びを支援する５つの提言  
〇 学校に期待すること 
 
各学校において、校内研修や授業づくりにご活用ください。

本報告書は総合教育センターHPに掲載されています。 

【令和６年度 宮城県検証改善委員会報告書より】 

各教科等の「学習指導要領（平成 29年告示）解説」「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する
参考資料」を確認の上、授業づくりを行いましょう。 
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